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当
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案

件
は
、
条
例
改
正
２
件
、
補
正
予
算

５
件
、
一
般
会
計
予
算
５
件
で
あ
り

ま
す
。
３
月
１２
日
、
１３
日
に
委
員
会

を
開
催
し
審
査
い
た
し
ま
し
た
。�

①
第
６
号
議
案
　
吉
川
市
介
護
福
祉

総
合
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
。

要
介
護
認
定
申
請
数
の
増
加
に
対
応

す
る
た
め
平
成
１９
年
４
月
か
ら
介
護

認
定
審
査
会
委
員
を
増
員
し
、
合
議

体
を
増
設
す
る
も
の
。�

②
第
７
号
議
案
　
吉
川
市
乳
幼
児
医

療
費
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
。
市
内
医
療
機
関
等

に
お
け
る
診
療
分
に
関
し
て
、
窓
口

払
い
の
廃
止
を
行
う
こ
と
で
保
護
者

の
負
担
を
軽
減
し
、
市
民
の
利
便
性

を
図
る
と
と
も
に
、
当
事
業
に
係
る

支
給
の
範
囲
を
明
確
に
す
る
も
の
。�

　
①
第
６
号
議
案
・
②
第
７
号
議
案

と
も
に
賛
成
全
員
で
可
決
。�

③
第
12
号
議
案
　
平
成
18
年
度
吉
川

市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

担
当
分
。�

④
第
13
号
議
案
　
平
成
18
年
度
吉
川

市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）。�

⑤
第
15
号
議
案
　
平
成
18
年
度
吉
川

市
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）。�

⑥
第
16
号
議
案
　
平
成
18
年
度
吉
川

市
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）。�

⑦
第
17
号
議
案
　
平
成
18
年
度
吉
川

市
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）。�

　
③
第
１２
号
議
案
か
ら
⑦
第
１７
号
議

案
に
つ
い
て
は
賛
成
全
員
で
原
案
可

決
。�

⑧
第
19
号
議
案
　
平
成
19
年
度
吉
川

市
一
般
会
計
予
算
担
当
分
。
健
康
福

祉
部
、
市
民
生
活
部
、
農
業
委
員
会

に
係
る
平
成
１９
年
度
の
予
算
審
査
を

行
い
ま
し
た
。�

　
採
決
は
、
賛
成
多
数
で
担
当
分
は

原
案
の
と
お
り
可
決
。�

⑨
第
20
号
議
案
　
平
成
19
年
度
吉
川

市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算
は

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６１
億
８
９
６
６

万
６
千
円
の
予
算
審
査
。�

採
決
は
、
賛
成
多
数
で
原
案
可
決
。�

⑩
第
22
号
議
案
　
平
成
19
年
度
吉
川

市
老
人
保
健
特
別
会
計
予
算
は
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２７
億
５
８
７
１
万
円

の
予
算
審
査
。
採
決
は
、
賛
成
多
数

で
原
案
可
決
。�

⑪
第
23
号
議
案
　
平
成
19
年
度
吉
川

市
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
予

算
は
２
８
３
７
万
９
千
円
の
審
査
。�

⑫
第
24
号
議
案
　
平
成
19
年
度
吉
川

市
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算
は
１９
億

１
９
８
９
万
４
千
円
の
審
査
。�

　
⑪
第
２３
号
議
案
・
⑫
第
２４
号
議
案

と
も
に
採
決
は
賛
成
全
員
で
原
案
可

決
。�

　
今
回
の
委
員
会
活
動
は
、
３
月
定

例
会
の
委
員
会
審
議
に
つ
い
て
ご
報

告
い
た
し
ま
す
。�

　
３
月
定
例
会
の
委
員
会
審
議
は
、

８
件
の
議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。�

　
は
じ
め
に
、
第
10
号
議
案
「
市
道

の
路
線
認
定
に
つ
い
て
」
を
審
議
し

ま
し
た
。�

　
東
埼
玉
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
の
管
理
用

道
路
の
認
定
の
遅
れ
の
対
応
は
、
と

の
質
問
に
、
今
後
は
遅
れ
が
な
い
よ

う
に
取
り
組
む
と
の
答
弁
が
あ
り
、

賛
成
全
員
で
可
決
し
ま
し
た
。�

　
第
11
号
議
案
「
工
事
委
託
契
約
の

変
更
契
約
の
締
結
」
で
は
、
変
更
理

由
の
確
認
と
降
雨
強
度
の
質
問
が
あ

り
、
賛
成
全
員
で
可
決
し
ま
し
た
。�

　
第
12
号
議
案
「
平
成
18
年
度
吉
川

市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）」

で
は
、
担
当
部
分
を
審
議
し
ま
し
た
。

駅
南
区
画
整
理
地
内
の
中
間
処
理
施

設
の
質
疑
や
三
郷
流
山
線
新
規
事
業

の
負
担
内
訳
の
確
認
が
あ
り
、
賛
成

全
員
で
可
決
し
ま
し
た
。�

　
第
14
号
議
案
「
平
成
18
年
度
吉
川

市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）
」
は
、
賛
成
全
員
で
可

決
し
ま
し
た
。�

　
第
18
号
議
案
「
平
成
18
年
度
吉
川

市
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）
」
で
は
、
配
水
・
給
水
費
の
委

託
料
減
額
の
確
認
、
固
定
資
産
売
却

益
使
途
等
の
質
問
が
あ
り
、
賛
成
全

員
で
し
た
。�

　
第
19
号
議
案
「
平
成
19
年
度
吉
川

市
一
般
会
計
予
算
」
は
、
公
衆
ト
イ

レ
管
理
事
業
費
等
の
予
算
組
み
替
え

や
道
路
施
設
修
繕
料
、
道
路
補
修
工

事
費
の
減
額
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、

補
正
予
算
や
新
年
度
予
算
で
道
路
新

設
改
良
費
と
し
て
努
力
し
た
、
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
新
駅

調
査
委
託
料
の
内
容
の
質
問
が
あ
り
、

現
地
測
量
、
地
質
調
査
、
設
計
費
、

管
理
費
で
す
、
と
の
答
弁
が
あ
り
、

賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。�

　
第
21
号
議
案
「
平
成
19
年
度
吉
川

市
下
水
道
事
業
予
算
」
は
、
賛
成
全

員
で
可
決
し
ま
し
た
。�

　
第
25
号
議
案
「
平
成
19
年
度
吉
川

市
水
道
事
業
会
計
予
算
」
は
、
健
全

化
計
画
の
課
題
等
に
つ
い
て
質
問
が

あ
り
賛
成
全
員
で
可
決
し
ま
し
た
。�

（問）
　
厚
生
労
働
省
の
調
査
に
よ
れ
ば
、

制
裁
措
置
に
よ
っ
て
保
険
証
の
取
り

上
げ
世
帯
が
、
昨
年
６
月
時
点
で
３５

万
世
帯
、
滞
納
世
帯
は
４
８
０
万
世

帯
に
お
よ
び
、
こ
れ
ま
で
の
最
高
を

更
新
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。�

　
短
期
保
険
証
も
１
２
２
・
５
万
世

帯
と
激
増
し
て
お
り
ま
す
。�

　
こ
う
し
た
中
で
吉
川
市
の
加
入
者

の
実
態
と
支
払
え
る
国
保
税
に
し
て

い
く
た
め
の
市
の
対
策
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。�

（答）
市
長
　
国
保
税
の
税
率
に
つ
き
ま

し
て
は
、
加
入
者
の
医
療
給
付
に
必

要
な
財
源
確
保
の
た
め
に
税
率
を
決

定
し
負
担
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。�

　
低
所
得
者
世
帯
に
つ
き
ま
し
て
は
、

法
律
に
基
づ
く
軽
減
策
を
講
じ
て
お

り
ま
す
。�

　
ま
た
、
失
業
な
ど
に
よ
り
所
得
が

減
少
し
た
世
帯
に
つ
き
ま
し
て
は
、

当
市
独
自
の
減
免
規
定
に
基
づ
き
減

免
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
減
免
規
定

の
見
直
し
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。�

（答）
健
康
福
祉
部
長
　
加
入
者
の
所
得

の
推
移
に
つ
い
て
は
、
平
成
１８
年
度
、

平
均
１
８
６
万
７
９
３
２
円
、
所
得

区
分
に
つ
い
て
は
１
０
０
万
円
以
下

が
４
３
１
１
世
帯
、
２
０
０
万
円
以

下
が
２
５
６
９
世
帯
、
３
０
０
万
円

以
下
が
１
５
２
６
世
帯
、
４
０
０
万

円
以
下
が
９
０
７
世
帯
、
５
０
０
万

円
以
下
が
４
０
９
世
帯
、
５
０
０
万

円
以
上
が
８
８
６
世
帯
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。�

　
所
得
金
額
が
２
０
０
万
円
の
世
帯

で
、
夫
婦
と
子
ど
も
１
人
の
３
人
が

国
保
に
加
入
し
て
い
る
場
合
で
は
、

年
間
負
担
額
は
２１
万
３
２
０
０
円
と

な
り
、
所
得
に
対
す
る
率
は
１０
・
６６

％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。�

　
税
額
の
他
市
町
村
と
の
比
較
で
は
、

平
成
１７
年
度
、
県
内
４０
市
の
う
ち
一

世
帯
あ
た
り
の
国
保
税
は
１７
万
９
９

３
５
円
で
、
２
番
目
に
位
置
し
て
お

り
ま
す
が
、
所
得
に
対
す
る
負
担
割

合
を
み
て
み
ま
す
と
１０
・
２４
％
で
１８

番
目
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。�

�
駅
南
二
郷
半
用
水
跡
地
の�

整
備
・
促
進
を�

（問）
　
今
後
の
管
理
と
整
備
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。�

（答）
都
市
建
設
部
長
　
適
切
な
管
理
に

努
め
て
ま
い
り
た
い
。�

（問）
　
住
生
活
基
本
法
が
昨
年
６
月
制

定
さ
れ
ま
し
た
。
市
も
地
域
住
生
活

基
本
計
画
を
策
定
し
、
市
営
住
宅
建

設
、
賃
貸
住
宅
入
居
者
の
支
援
な
ど

市
民
の
住
環
境
を
つ
く
る
施
策
を
実

施
す
べ
き
で
あ
る
。�

（答）
市
長
　
県
で
基
本
計
画
を
策
定
中

と
聞
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え

て
今
後
研
究
し
て
い
き
た
い
。�

（問）
　
吉
川
団
地
で
２
階
以
上
に
住
み
、

１
階
の
高
齢
者
優
良
賃
貸
住
宅
へ
の

転
居
を
希
望
し
て
も
金
銭
的
余
裕
が

な
く
、
転
居
で
き
な
い
世
帯
も
あ
る
。

支
援
策
を
実
施
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
平
成
１９
年
度
以
降
、
子
育
て

世
帯
に
も
高
齢
者
と
同
様
、
住
宅
提

供
で
き
る
制
度
が
で
き
る
こ
と
に
な

っ
た
。
市
で
も
子
育
て
支
援
策
と
し

て
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。�

（答）
都
市
建
設
部
長
　
県
の
基
本
計
画

内
容
が
わ
か
ら
な
い
の
で
、
吉
川
市

で
何
が
で
き
る
か
今
後
研
究
し
て
い

き
た
い
。�

�

財
政
健
全
化
と�

市
財
政
の
見
通
し
は�

（問）
　
行
財
政
健
全
化
推
進
プ
ラ
ン
と

し
て
高
齢
者
や
障
が
い
者
福
祉
も
一

律
１
割
カ
ッ
ト
を
進
め
、
福
祉
施
策

も
次
々
削
減
し
て
い
る
。
ム
ダ
を
な

く
し
、
い
ま
住
ん
で
い
る
住
民
の
暮

ら
し
や
福
祉
を
守
る
た
め
に
行
な
う

の
が
行
革
で
あ
る
。
行
政
の
あ
り
方

が
違
う
。
市
民
参
加
と
い
い
な
が
ら
、

情
報
提
供
も
不
十
分
で
、
市
民
の
意

見
を
生
か
そ
う
と
し
て
い
な
い
。�

�������������

（答）
市
長
　
自
治
体
の
仕
事
は
、
住
民

に
公
共
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

く
こ
と
で
あ
る
。
市
民
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
た
め
に
効
率
的
、
効
果
的
な
行

政
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
受
益
者

負
担
は
、
平
等
の
原
則
上
受
益
の
限

度
内
で
応
分
の
負
担
を
い
た
だ
い
て

い
る
。�

（答）
政
策
室
長
　
歳
入
は
税
か
ら
成
り

立
っ
て
い
る
。
ソ
フ
ト
、
ハ
ー
ド
の

事
業
を
一
つ
ひ
と
つ
見
直
し
て
補
助

金
の
削
減
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

事
業
の
策
定
、
立
案
、
結
果
と
市
民

　�

支
払
え
る
国
保
税
へ�

対
策
は�

佐
藤
　

清
治�

地
域
住
生
活
基
本
計
画
の�

策
定
・
実
施
で�

市
民
へ
の
住
環
境
整
備
を�

遠
藤
　

義
法�

国民健康保険被保険者証�

�

生
活
保
護
受
給
者
減
ら
し
、老
齢
加
算
、�

母
子
加
算
廃
止
の
問
題
点�

（問）
　
格
差
と
貧
困
が
拡
大
し
、
生
活

保
護
世
帯
が
１
０
０
万
世
帯
を
超
え

る
な
か
で
、
国
と
福
祉
事
務
所
で
「
受

給
者
減
ら
し
」
の
対
応
が
強
ま
っ
て

い
る
。
申
請
者
に
対
す
る
事
前
調
査

や
指
導
を
強
引
に
進
め
、
申
請
書
を

渡
さ
な
い
で
相
談
だ
け
で
帰
す
「
水

際
作
戦
」
の
対
応
が
と
ら
れ
て
い
る
。

吉
川
市
で
も
例
外
で
は
な
い
。
こ
れ

は
生
活
保
護
法
第
７
条
で
明
記
さ
れ

た
、
申
請
権
の
侵
害
に
当
た
り
、
違

法
な
や
り
方
で
あ
る
。
市
長
の
見
解

と
対
応
は
？�

（答）
市
長
　
生
活
保
護
受
給
の
問
題
に

つ
い
て
は
、
国
や
県
の
指
導
に
基
づ

き
、
窓
口
対
応
で
相
談
の
段
階
か
ら

保
護
制
度
の
仕
組
み
を
十
分
説
明
し
、

人
権
に
も
十
分
配
慮
し
た
援
助
・
助

言
を
行
い
、
生
活
保
護
行
政
の
適
正

な
運
用
に
努
め
て
い
る
。�

一般質問�一般質問�


